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ＪＩＰＡとは 
•1938年設立 

•非営利の任意団体 

•会員制：総会員数1227 （2012年10月3日現在） 
  正会員（知財を生み出す企業) 908社 
  賛助会員（内外特許事務所・法律事務所、 
      大学、研究機関） 319 

•活動方針 
グローバル
化への 

対応 

知財制度
の改善 

会員支援 

経営に資する活動 



-世界から期待され、世界をリードするJIPA – 
Creating IP Vision for the World 

2 

知識の獲得 

理念共有
＆ 

自由な風
土 

理事会運営 

周辺メンバー 
（中小・中堅 
企業会員） 

評価 

活用 

評価 
活用 

中核メンバー 
（大企業 
会員） 評価 

活用 

派遣 

中核人
材の確保 

委員会 
政策ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ 

有用な 
実践知
の創出 実践知

の形式
知化 

会誌・資料 

実践知
の移転 

研修・部会 

実践知
の修正・ 
棄却 

理事・委員 
の交代 

ＪＩＰＡの学習メカニズム 

神戸大学松尾教授作成資料より 
（共同研究） 
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委員会活動の人材育成側面： 
 実践知の創造・形式知化・・個々人の成長を助長 

グローバル人材OJT： 
 グローバル人材（役員クラス）のリーダシップ 
 と若手の参加 （国際的人脈形成の機会でもある） 

•民間三極（BU、AIPPI & IPO) 

•外国向け代表団・調査団 

•IIPPF（国際模倣品対策フォーラム） 

•日中企業連携 

場 

２０の専門委員会で展開 

ＪＩＰＡの人材育成 
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１）習熟度に応じたプログラム 

２）育成ターゲットを明確にしたプログラム 

実践知の移転 

委員会活動成果・プロジェクト活動成果 

・・会誌・資料・発表の場（部会）・研修会 

会員向け研修・人材育成 

・・・会社・業界を超えて先輩から後輩へ 

３）専門性の領域拡大（グローバル）を 

  目指したプログラム 

ＪＩＰＡの人材育成 
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S: 総合（３） 

A: 入門コース 

B: 初級 

C: 中級（38） 

D: 上級（10） 

E: 研究（７） 

臨時研修（適宜） 

G:技術者向けコース 
  （10） 

IP 要員向け研修（60） 

１）習熟度に応じたプログラム 

ＪＩＰＡの研修プログラム 

特別研修（３） 

海外滞在研修（６※） 

W:グローバルコース 
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経営層 

事業部門 知財部門 研究開発部門 

知財サポート部隊 

部門長 部門長 
知財リーダー(トップ) 

知財戦略 
スタッフ 

知財技術スタッフ 

研究者 スタッフ 

グループ 
リーダー 

グループ 
リーダー 

知財情報管理･予算管理等 

ＪＩＰＡの研修プログラム 
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◇知財変革リーダー育成研修(2004年度から開講) 

・自己変革への取り組み 

第１ラウンド 
（3日間） 

第３ラウンド 
（1日間） 

実践研修と 
月例フォロー会 

第２ラウンド 
（6ヶ月間） 

中間集合研修 
（1日間） 

約６ヶ月間 

・課題設定 

講義研修 
(合宿） 

相互研修 

（研修成果） 

会社への 
提言書 

・提言書吟味と評価 

２）育成ターゲットを明確にしたプログラム 

「高い志を持ち、専門知識の上に広い教養を備え、実行力と
人間的魅力を備えた、真のリーダーたる人材を育てること」を
目標実施。 
 

各自課題解決ソリューションを企業に持ち帰って提案するこ
とを最大の課題として課している。フォローアップ研修実施。 

ＪＩＰＡの研修プログラム 



-世界から期待され、世界をリードするJIPA – 
Creating IP Vision for the World 

9 

◇知財戦略スタッフ育成研修(2006年度から開講) 

基礎研修 
（合宿） 

ケース･メソッド 
研修 

最終研修 

第１ラウンド 
（2日間） 

第２ラウンド 
（2日間） 

第３ラウンド 
（2日間） 

 約３ケ月間 

 ・ケース分析の応用技術 
 ・ビジネス面の分析手法 
 ・課題設定 

・経営学に関する基礎知識 
・ケース分析の基礎知識 

・知財戦略提言 
・グループ討議 
・全体討議 

与えられた課題を解決するために必要な複数の専門領域を
理解でき、自ら解決策を提案でき、その解決策に基づいて複
数の専門家の協力を得ながら解決に向けて行動できる者。 
 

事業プランニングの基本を学ぶことにより、知財を事業に役
立てるための具体策が立案できることを狙った研修。 

ＪＩＰＡの研修プログラム 
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F6ｲﾝﾄﾞ 
10日間 

事前研修  

現地研修  

事後研修  

BRI（C）s：ﾌﾞﾗｼﾞﾙ、ﾛｼｱ、ｲﾝﾄﾞ 

韓国 BRI(C)s 

Ｆ５ 
2週間 

Ｆ４ 
2週間 

Ｆ２ 
４週間 

一国  

Ｆ３ 2週間 Ｆ１ 2週間 複数国  

台湾 中国 欧州 米国 訪問国 地域         

◇2005年から欧州特許研修 (F４)開始 
◇2006年から中国特許研修(F５)開始 
◇2013年からインド特許研修(F6)開始予定 

３）専門性の領域拡大（グローバル）を目指した 

  プログラム・・国際的人脈形成の支援 

外国特許実務に精通し、事業のグローバル化に対応して種々の状況
に対応可能な知財実務の担当者（知財技術スタッフ）の育成。 
 

中心は、研修の対象とする地域に１～３週間程度滞在し、日本で体
験することができないハイレベルな現地研修であるが、現地での現地
語（除く中国）によるハイレベルな講義の理解を助け・深めるため、日
本での「予習」、現地研修後の「復習」・報告書作成にも注力。 

ＪＩＰＡの研修プログラム 
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全世界 米国 欧州 アジア 東南 
アジア 

BRI(C)s VISTA 

中国 韓国 台湾 

初級 Ａｺｰｽ 入門コース（外国特許制度） 

中級 Cｺｰｽ 国際特許制度と外国特許基礎 

特・実 米国制度 欧州制度 アジアの特許制度 

意匠 意匠法（外国意匠制度） 

商標 外国商標法 

不競法 外国不正競争防止法（臨時） 

上級 特許 米国訴訟 アジアの知的財産 

契約 国際契約 

臨時 Rｺｰｽ 米国特許
取得方法 

欧州特許
取得方法 

中国特許
取得方法 

海外 滞在型 米国 欧州 中国 

訪問型 アジア インド 

グローバルコース群・・ グローバル関連知識の習得 
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ご清聴ありがとうございました。 


